
 

 

          

題

名

「

３

時

の

エ

ー

ル

」

 

         



 

 

あ

ら

す

じ

 

松

下

幸

子

（

４

５

）

は

夫

の

松

下

誠

二

（

４

５

）

と

二

人

暮

ら

し

。
う

つ

病

で

退

職

し

た

松

下

が

突

然

、

花

屋

で

働

き

た

い

と

言

い

出

す

。
反

対

す

る

幸

子

は

、

松

下

の

主

治

医

に

相

談

す

る

。

医

者

の

見

解

と

、

松

下

の

日

々

の

変

化

に

心

が

揺

ら

ぐ

幸

子

。

一

方

、

う

つ

病

の

兆

候

に

気

づ

け

な

か

っ

た

自

分

が

同

じ

過

ち

を

繰

り

返

す

不

安

が

拭

え

な

い

。

話

し

合

い

の

末

、

松

下

の

再

就

職

を

応

援

し

よ

う

と

決

意

す

る

幸

子

。

 

花

屋

で

働

く

松

下

。

店

内

の

ハ

ト

時

計

が

鳴

る

。

ま

る

で

松

下

に

エ

ー

ル

を

送

る

よ

う

に

。

 

         



 

 

 
 

 

人

物

表

 
松

下

幸

子

（

４

５

）

ハ

ト

時

計

メ

ー

カ

ー

の

社

員

。

 

松

下

誠

二

（

４

５

）

幸

子

の

夫

。

 

西

田

正

樹
（

６

０

）
心

療

内

科

医

。
松

下

の

主

治

医

。

 

老

夫

婦

 

客

 

              



1 

 

〇

松

下

家

・

リ

ビ

ン

グ

・

中

（

朝

）

 

 
 

 

ご

く

普

通

の

リ

ビ

ン

グ

。
松

下

幸

子
（

４

５

）

と

松

下

誠

二

（

４

５

）

が

向

か

い

合

っ

て

食

事

を

し

て

い

る

。

テ

ー

ブ

ル

に

卵

焼

き

、

白

米

、

み

そ

汁

が

二

人

分

並

ぶ

。

 

幸

子

「

あ

れ

、

い

つ

も

よ

り

出

汁

が

効

い

て

る

」

 

 
 

 

手

元

の

み

そ

汁

茶

碗

に

目

を

落

と

す

幸

子

。

 

松

下

「

ご

名

答

。

ラ

ジ

オ

で

特

集

し

て

て

さ

」

 

幸

子

「

あ

ー

、

寝

起

き

で

カ

ラ

カ

ラ

の

体

が

潤

う

」

 

松

下

「

あ

は

は

、

カ

ラ

カ

ラ

か

・

・

・

そ

う

だ

。

大

 

き

め

の

花

瓶

、

は

や

く

買

わ

な

い

と

ね

」
 

棚

の

上

に

花

束

と

写

真

。

写

真

の

中

央

、

ス

 

ー

ツ

姿

で

ハ

ト

時

計

を

抱

え

る

幸

子

。

 

松

下
「

花

だ

よ

。
君

が

勤

続

２

０

年

で

貰

っ

た

花

束

」

 

幸

子

「

あ

あ

。

誠

ち

ゃ

ん

が

ネ

ッ

ト

で

良

い

感

じ

の

選

ん

で

よ

。

私

よ

り

絶

対

セ

ン

ス

あ

る

し

」

 

松

下

「

僕

が

選

ん

じ

ゃ

っ

て

良

い

の

？

」

 

幸

子

「

も

ち

。

私

は

花

よ

り

団

子

な

ん

で

」

 

 
 

 

白

米

を

ほ

お

ば

る

幸

子

。

笑

顔

に

な

る

。

 

松

下

「

あ

の

さ

」
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箸

を

置

く

松

下

。
椅

子

に

か

け

た

鞄

を

漁

る

。 
松

下

「

・

・

・

あ

の

、

こ

れ

」

 

 
 

 
ぎ

こ

ち

な

く

チ

ラ

シ

を

差

し

出

す

松

下

。

 

幸

子

「

や

だ

、

も

し

か

し

て

リ

サ

ー

チ

済

み

？

」

 

松

下

「

い

や

・

・

・

そ

の

」

 

幸

子

の

手

元

。
『

フ

ラ

ワ

ー

辻

』

の

チ

ラ

シ

。

 

幸

子
「

あ

、
誠

ち

ゃ

ん

が

仕

事

帰

り

に

寄

っ

て

た

店

。

花

屋

っ

て

花

瓶

も

売

っ

て

る

ん

だ

っ

け

？

」

 

 
 

 

箸

で

卵

焼

き

を

取

り

上

げ

る

幸

子

。

 

×
×

×
 

 
 

 

卵

焼

き

が

皿

に

ボ

ト

リ

と

落

ち

る

。
 

幸

子
「

ち

ょ

、
ち

ょ

っ

と

待

っ

て

。
い

き

な

り

何

？

」

 

松

下

「

う

ん

。

反

対

さ

れ

る

と

思

っ

て

、

な

か

な

か

 

言

い

出

せ

な

か

っ

た

ん

だ

・

・

・

ご

め

ん

」

 

幸

子

「

そ

り

ゃ

反

対

す

る

よ

。

だ

っ

て

こ

ん

な

」

 

 
 

 

チ

ラ

シ

に

目

を

落

と

す

幸

子

。

 

幸

子

「

も

っ

と

良

い

再

就

職

先

あ

る

っ

て

。

人

と

の

交

流

が

少

な

い

事

務

職

と

か

在

宅

ワ

ー

ク

と

か

。

そ

う

い

う

と

こ

ろ

探

そ

う

よ

。

ね

？

」

 

 
 

 

首

を

横

に

振

る

松

下

。
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幸

子

「

花

と

関

わ

る

仕

事

も

き

っ

と

あ

る

か

ら

」

 
松

下

「

人

と

関

わ

る

仕

事

が

し

た

い

ん

だ

・

・

・

人

と

交

流

し

な

が

ら

働

き

た

い

。

前

み

た

い

に

」

 

幸

子

「

だ

っ

て

、

あ

な

た

は

そ

れ

が

原

因

で

・

・

・

」

 

松

下

「

先

生

に

は

、

ず

っ

と

前

か

ら

相

談

し

て

る

」

 

 
 

 

３

月

の

カ

レ

ン

ダ

ー

が

壁

に

掛

か

か

る

。

２

～

３

か

所

に

『

通

院

』

の

手

書

き

文

字

。

 

幸

子

「

先

生

は

な

ん

て

？

」

 

松

下

「

こ

こ

の

パ

ー

ト

を

紹

介

し

て

く

れ

た

。

僕

の

よ

う

な

人

に

理

解

の

あ

る

店

長

だ

か

ら

っ

て

」

 

 
 

 

棚

の

下

段

、

う

つ

病

に

関

す

る

本

が

並

ぶ

。

 

幸

子
「

じ

ゃ

あ

こ

の

話

は

ど

こ

ま

で

進

ん

で

る

の

？

」 

松

下
「

来

週

末

、
面

接

も

兼

ね

て

店

に

行

く

つ

も

り

。

で

も

そ

の

前

に

君

と

話

を

し

な

く

ち

ゃ

っ

て

」

 

幸

子

「

私

に

黙

っ

て

面

接

行

っ

て

く

れ

ば

よ

か

っ

た

じ

ゃ

な

い

。

そ

し

た

ら

強

行

突

破

で

き

た

の

に

」 

松

下

「

・

・

・

僕

の

人

生

は

君

の

人

生

で

も

あ

る

か

ら

。

だ

か

ら

も

し

君

が

ど

う

し

て

も

賛

成

で

き

な

い

な

ら

・

・

・

考

え

直

す

こ

と

に

す

る

よ

」

 

 
 

 

幸

子

を

見

つ

め

る

松

下

。

手

元

の

チ

ラ

シ

に
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目

を

落

と

す

幸

子

。

困

惑

し

た

様

子

。

 

 

〇

会

社

・

倉

庫

・

中

（

夕

）

 

 
 

 

薄

暗

い

部

屋

。

ド

ア

上

部

に

『

サ

ン

プ

ル

倉

 

庫

』
の

印

字

。
ラ

ッ

ク

に

大

量

の

ハ

ト

時

計

。

ス

マ

ホ

を

耳

に

あ

て

る

ス

ー

ツ

姿

の

幸

子

。 

西

田

の

声

「

他

に

も

い

く

つ

か

候

補

を

出

す

予

定

だ

っ

た

ん

で

す

け

ど

ね

。

即

決

で

し

た

か

ら

」

 

幸

子

「

即

決

・

・

・

で

す

か

」

 

西

田

の

声

「

人

と

花

に

囲

ま

れ

た

職

場

。

彼

に

ピ

ッ

タ

リ

だ

。
確

か

、
数

年

前

は

常

連

だ

っ

た

そ

う

で

」 

幸

子
「

患

っ

て

か

ら

は

行

か

な

く

な

り

ま

し

た

け

ど

」 

西

田

の

声

「

僕

も

店

長

と

は

古

い

付

き

合

い

で

ね

。

以

前

、

何

人

か

受

け

入

れ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

」 

幸

子

「

ご

友

人

だ

っ

た

ん

で

す

か

」

 

西

田

の

声

「

・

・

・

僕

が

娘

さ

ん

の

担

当

医

を

し

て

い

た

時

期

が

あ

り

ま

し

て

。

そ

う

い

う

こ

と

で

す

」 

 

〇

病

院

・

院

長

室

・

中

（

夕

）

 

 
 

 

広

め

の

部

屋

。
白

衣

姿

の

西

田

正

樹
（

６

０

）
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が

受

話

器

を

耳

に

当

て

な

が

ら

、

氏

名

欄

に

 

『

松

下

誠

二

』

と

書

か

れ

た

カ

ル

テ

を

見

る

。 

 

〇

橋

（

夕

）
 

 
 

 

大

き

な

橋

。
橋

の

脇

で

景

色

を

眺

め

る

松

下

。 

幸

子

の

声

「

先

生

は

、

彼

が

も

う

誰

か

と

一

緒

に

働

け

る

状

態

だ

と

・
・
・

そ

う

お

考

え

な

ん

で

す

か

」

 

西

田

の

声

「

え

え

。

健

康

的

な

食

事

と

生

活

習

慣

を

継

続

し

て

い

る

し

、

他

者

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

対

す

る

強

い

恐

怖

心

も

無

く

な

っ

た

」

 

背

後

を

通

り

か

か

る

老

夫

婦

に

会

釈

す

る

松

下

。

笑

顔

で

会

釈

を

返

す

老

夫

婦

。

 

幸

子

の

声
「

我

慢

し

て

い

る

だ

け

か

も

し

れ

ま

せ

ん

」 

西

田

の

声

「

再

び

誰

か

と

一

緒

に

働

き

た

い

と

い

う

気

持

ち

が

芽

生

え

た

。

こ

れ

が

何

よ

り

の

証

で

す

」 

 
 

 

橋

の

向

こ

う

へ

ゆ

っ

く

り

と

歩

き

だ

す

松

下

。 

 

〇

会

社

・

倉

庫

・

中

（

夕

）

 

 
 

 

幸

子

が

ス

マ

ホ

を

耳

に

当

て

て

い

る

。

 

西

田

の

声

「

こ

の

２

年

で

少

し

ず

つ

、

で

も

確

実

に
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旦

那

さ

ん

は

変

化

し

て

い

ま

す

。

大

丈

夫

で

す

よ

」 

 

〇

松

下

家

・

玄

関

・

中

（

夜

）

 

 
 

 

ス

ー

ツ

姿

の

幸

子

が

ヒ

ー

ル

を

脱

い

で

い

る

。 

 
 

 

松

下

が

廊

下

の

奥

か

ら

や

っ

て

来

る

。

 

松

下

「

お

か

え

り

。

今

お

米

炊

け

る

か

ら

」

 

幸

子

「

た

だ

い

ま

。

い

つ

も

あ

り

が

と

」

 

顔

を

上

げ

て

松

下

を

見

る

幸

子

。

松

下

の

髪

が

短

く

切

り

そ

ろ

え

ら

れ

て

い

る

。

 

幸

子

「

後

ろ

も

・

・

・

自

分

で

や

っ

た

の

？

」

 

松

下

「

え

？

」

 

幸

子

「
（

指

を

さ

し

な

が

ら

）

そ

の

髪

」

 

松

下

「

あ

、

う

う

ん

。

駅

前

の

床

屋

さ

ん

」

 

幸

子
「

仕

事

辞

め

て

か

ら

行

っ

て

な

か

っ

た

じ

ゃ

ん

」 

 
 

 

う

つ

む

く

松

下

。

 

幸

子

「

・

・

・

挨

拶

に

行

く

か

ら

？

」

 

松

下

「

・

・

・

ご

め

ん

。

ま

だ

決

ま

っ

て

な

い

の

に

」

 

幸

子

「

ま

あ

・

・

・

良

い

よ

。

似

合

っ

て

る

か

ら

」

 

 

〇

同

・

寝

室

・

中

（

深

夜

）

 



7 

 

 
 

 

幸

子

と

松

下

が

ベ

ッ

ド

で

横

に

な

っ

て

い

る

。 
西

田

の

声
「
（

幸

子

の

脳

内

）
こ

の

２

年

で

少

し

ず

つ

、 
で

も

確

実

に

、

旦

那

さ

ん

は

変

化

し

て

い

ま

す

」 

 
 

 

松

下

の

寝

顔

を

見

つ

め

る

幸

子

。

 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

・

中

（

夜

）

 

 
 

 

キ

ッ

チ

ン

で

手

を

洗

う

ス

ー

ツ

姿

の

幸

子

。

 

テ

ー

ブ

ル

に

料

理

を

並

べ

る

松

下

。

 

幸

子

「

最

近

、

残

業

ば

っ

か

り

で

嫌

ん

な

る

わ

」

 

松

下

「

新

作

の

ハ

ト

時

計

、

大

人

気

だ

も

ん

ね

。

ま

さ

に

飛

ぶ

鳥

を

落

と

す

勢

い

だ

。

ハ

ト

だ

け

に

」 

幸

子

「

落

と

さ

れ

る

側

じ

ゃ

ダ

メ

じ

ゃ

な

い

？

」
 

松

下

「

確

か

に

」

 

幸

子

「

・

・

・

そ

う

だ

。

花

瓶

あ

り

が

と

ね

」

 

 
 

 

花

が

挿

さ

っ

た

花

瓶

が

窓

際

に

置

い

て

あ

る

。 

松

下

「

あ

あ

、

う

ん

。

実

は

こ

れ

ネ

ッ

ト

じ

ゃ

な

く

て

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

で

買

っ

た

ん

だ

」

 

幸

子
「

え

？

あ

あ

い

う

賑

や

か

な

所

、
苦

手

で

し

ょ

」

 

 
 

 

水

を

止

め

、

松

下

を

見

る

幸

子

。

 

松

下

「

う

ん

。

で

も

こ

の

花

瓶

を

見

た

時

、

き

っ

と
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君

に

似

合

う

と

思

っ

た

ん

だ

。

そ

れ

で

」

 

 
 

 

花

瓶

を

見

つ

め

、
照

れ

臭

そ

う

に

笑

う

松

下

。 

松

下

「

何

度

も

行

っ

た

り

来

た

り

し

た

か

ら

、

か

な

り

変

な

ヤ

ツ

だ

と

思

わ

れ

ち

ゃ

っ

た

か

も

」

 

 
 

 

笑

顔

で

話

す

松

下

。
松

下

を

見

つ

め

る

幸

子

。 

 

〇

同

・

寝

室

・

中

（

夜

）
 

 
 

 

オ

レ

ン

ジ

の

常

夜

灯

が

つ

い

た

薄

暗

い

部

屋

。 

 
 

 

幸

子

と

松

下

が

ベ

ッ

ド

で

横

に

な

っ

て

い

る

。 

幸

子
「

こ

の

前

、
会

社

の

倉

庫

で

先

生

に

電

話

し

た

」

 

 
 

 

上

半

身

を

起

こ

す

松

下

。

 

幸

子

「

先

生

の

言

う

通

り

、

あ

な

た

の

心

の

変

化

を

感

じ

て

る

。

身

な

り

を

気

遣

え

る

よ

う

に

な

っ

た

り

、

人

と

交

流

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

り

」

 

松

下

に

背

を

向

け

る

幸

子

。

 

幸

子

「

で

も

駄

目

。

や

っ

ぱ

り

賛

成

で

き

な

い

」

 

 
 

 

布

団

を

頭

ま

で

か

ぶ

る

幸

子

。

 

幸

子

「

・

・

・

２

年

前

、

私

は

あ

な

た

の

苦

し

み

に

気

づ

い

て

あ

げ

ら

れ

な

か

っ

た

の

。

毎

朝

ト

イ

レ

で

吐

い

て

る

こ

と

だ

っ

て

全

然

知

ら

な

か

っ

た

。
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ず

っ

と

一

緒

に

住

ん

で

る

の

に

」

 

幸

子

の

肩

が

震

え

て

い

る

。

 

幸

子

「

怖

い

の

。

ま

た

あ

な

た

が

心

を

病

ん

で

し

ま

う

か

も

し

れ

な

い

・

・

・

私

は

そ

れ

に

気

づ

い

て

あ

げ

ら

れ

な

い

。

あ

な

た

の

力

に

な

れ

な

い

」

 

松

下

「

そ

れ

は

違

う

。

違

う

よ

幸

ち

ゃ

ん

」

 

 
 

 

布

団

越

し

に

、
幸

子

の

肩

に

手

を

置

く

松

下

。 

松

下

「

君

は

気

づ

い

て

く

れ

た

。

こ

の

髪

も

、

花

瓶

も

、

み

そ

汁

の

味

だ

っ

て

。

僕

の

日

常

の

と

て

も

小

さ

な

変

化

に

気

づ

い

て

く

れ

た

」

 

幸

子

の

布

団

を

ゆ

っ

く

り

は

が

す

松

下

。

 

松

下
「

他

の

人

に

と

っ

て

は

何

気

な

い

こ

と

だ

け

ど

、

僕

に

は

ど

れ

も

、

勇

気

の

い

る

挑

戦

だ

っ

た

」

 

 
 

 

向

か

い

合

う

幸

子

と

松

下

。

 

松

下

「

僕

の

小

さ

な

小

さ

な

心

の

変

化

に

気

づ

い

て

く

れ

て

、

認

め

て

く

れ

て

、

あ

り

が

と

う

」

 

 
 

 

幸

子

の

目

か

ら

涙

が

こ

ぼ

れ

る

。

 

松

下

「

僕

も

君

も

、

あ

の

頃

の

ま

ま

じ

ゃ

な

い

」

 

幸

子

「

私

も

・

・

・

？

」

 

 
 

 

う

な

ず

く

松

下

。

幸

子

の

涙

を

ぬ

ぐ

う

。
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〇

松

下

家

・

リ

ビ

ン

グ

・

中

（

朝

）

 

 
 

 

幸

子

と

松

下

が

向

か

い

合

っ

て

食

事

を

し

て

い

る

。

テ

ー

ブ

ル

に

焼

き

魚

、

白

米

、

み

そ

汁

が

二

人

分

並

ぶ

。

 

幸

子

「

誠

ち

ゃ

ん

が

こ

こ

ま

で

花

が

好

き

と

は

」

 

松

下

「

ん

？

」

 

幸

子

「

フ

ラ

ワ

ー

辻

。

即

決

だ

っ

た

ん

で

し

ょ

」

 

松

下
「

・
・
・

そ

れ

だ

け

が

理

由

じ

ゃ

な

い

け

ど

ね

」

 

幸

子

「

え

、

そ

う

な

の

？

他

の

理

由

っ

て

な

に

よ

」

 

 
 

 

し

ば

し

の

沈

黙

。

食

事

を

続

け

る

松

下

。

 

幸

子

「

教

え

て

よ

ー

。

気

に

な

る

じ

ゃ

ん

」
 

松

下

「

・

・

・

見

守

ら

れ

て

る

感

じ

が

す

る

ん

だ

」

 

幸

子

「

・

・

・

何

に

？

」

 

松

下

「

・

・

・

君

に

？

」

 

 

〇

フ

ラ

ワ

ー

辻

・

店

内

 

 
 

 

松

下

が

笑

顔

で

客

に

花

束

を

渡

す

。

店

の

壁

 

に

ハ

ト

時

計

が

か

け

て

あ

る

。

時

計

が

鳴

り

ハ

ト

が

飛

び

出

す

。

３

時

を

指

し

て

い

る

。 

ハ

ト

時

計

を

見

上

げ

る

松

下

。



 

 

 


